
 

２０２５（第１４回）東日本都道県小学生陸上競技交流大会・青森大会 

兼 第１５回青函交流陸上競技大会  

 

 

１ 期  日  ２０２５年 ８月１１日（月・祝）  

 

２ 会  場  新青森県総合運動公園陸上競技場（ｶｸﾋﾛｸﾞﾙｰﾌﾟｱｽﾚﾁｯｸｽﾀｼﾞｱﾑ） 

 

３ 主  催 （一財）青森陸上競技協会 （一財）北海道陸上競技協会  （公財）東京陸上競技協会  

 

４ 主  管 （一財）青森陸上競技協会 

 

５ 後  援  青森県教育委員会 （公財）青森県スポーツ協会  

 

６ 協  賛  （株）青森みちのく銀行／長谷川体育施設株式会社青森営業所／青森県スポーツドクターの会／（有）高橋電業 

奥アンツーカ株式会社／（有）弘西運輸／タムラグループ／（有）アスティ／（株）熊谷建設工業 

千葉胃腸科内科／（株）ニシ・スポーツ／（株）ラインメール青森 FC／五所川原街づくり株式会社 

工藤歯科医院／（株）さわや／下北環境保全／（有）工藤自動車整備工場／リサイクル燃料貯蔵株式会社 

谷川設備工業株式会社／盛運輸株式会社／（株）新日本物流／サトウスポーツ／ﾐｽﾞﾉ（株）仙台営業所 

青森放送株式会社／おかずやさん さかき／青森山田学園／葛西産業株式会社／中根荘八司法書士事務所 

（株）みちのく計画／（株）ワイエム・プランニング／駅前薬局いわや／（株）マルキ／八戸学院大学 

仙台育英学園高校広域通信制課程 ILC 青森／（株）三新スポーツ／合同会社 TSUGARU／田中シート 

（有）東北国際芝生／広田建設株式会社／丸八鉄鋼／（有）下北測量／ 

 

７ 参加都道県 北海道陸上競技協会  東京陸上競技協会  福島陸上競技協会  宮城陸上競技協  岩手陸上競技協会 

秋田陸上競技協会   山形陸上競技協会  神奈川陸上競技協会 青森陸上競技協会   

 

８  種  目  

 （１）東日本小学生交流大会 

男子 ４年１００ｍ  ５年１００ｍ  ６年１００ｍ ４年８００ｍ 

５・６年共通  ８０ｍＨ 走高跳 走幅跳 ジャベリックボール投げ ８００ｍ 

    女子 ４年１００ｍ  ５年１００ｍ  ６年１００ｍ ４年８００ｍ 

５・６年共通  ８０ｍＨ 走高跳 走幅跳 ジャベリックボール投げ ８００ｍ 

共通 男女混合４×１００ｍＲ 

 

（２）青函交流大会 

〇小学生 

男子 １年～２年  ８０ｍ ３年～６年  １００ｍ  

５，６年共通 ４×１００ｍＲ 走髙跳 走幅跳 ジャベリックボール投げ 

女子 １年～２年  ８０ｍ ３年～６年  １００ｍ  

５，６年共通 ４×１００ｍＲ 走髙跳 走幅跳 ジャベリックボール投げ 

〇中学生 

 男子 １年～３年 １００ｍ   

    中１    １００ｍH  中２～３年   １１０ｍH 

        中学共通  １０００m  ３０００m  ４×１００ｍR 

              走り高跳び 走り幅跳び 砲丸投げ、円盤投げ、ジャベリックスロー 

 女子 １年～３年 １００ｍ   

    中学共通  １００ｍH  １０００m  ３０００m  ４×１００ｍR 

              走り高跳び 走り幅跳び 砲丸投げ、円盤投げ、ジャベリックスロー 

 



９ 競技方法 本大会は，２０２５年度日本陸上競技連盟規則に従って実施する。 

（１）小学３年～６年と中学生のスタート合図はイングリッシュコールとする。 

   小学１～２年は日本語で「位置について」「よーい」号砲とする。 

（２）小学生の不正スタートは同一人が二度行った場合失格とするが、オープン参加で走ることとする。 

中学生は１回の不正スタートで失格とする。 

        (３）スタートはクラウチングスタートとするが、スターティングブロックは使用しなくても良い。 

８００ｍ、１０００ｍ、３０００ｍ以外のスタンディングスタートは認めない。 

       （３）東日本大会のトラック種目は、小 4・5・6 年 100m のみ予選－決勝を行う。青函交流大会のトラック種目につ

いてはタイムレース決勝とする。        

（４）東日本大会・青函交流大会のフィールド種目は、試技数をすべて３回としトップ８は行わない。（走高跳以外） 

 

10 参加資格 （１）東日本小学生陸上競技交流大会 

県から参加資格を与えられた選手・チーム 

       （２）青函交流大会 

          函館・青森県選手（参加記録等は問わない） 

          函館・青森県以外の選手の参加も認める 

          青森県は２５年度の選手登録（青森県・日本陸連）をしているもの・ただし小１～３年については未登録の

出場を認める。 

        

11 参加制限 東日本大会は１人１種目以内（リレーを除く）。リレーは学校単位，ブロック単位，クラブ単位でのチーム編成とす

る。 

青函交流大会は１人２種目以内（リレーを含む）。リレーは学校単位，ブロック単位，クラブ単位でのチーム編成 

とする。 ただし東日本大会に出場した選手は青函交流大会の出場を１種目とする。 

 

12 参加料金 １種目１，５００円、リレー１チーム２,０００円とする。   

        

13  参加申込 

（１）申込方法 

  ①青森陸上競技協会ホームページ内東日本・青函交流大会要項記載の箇所より、所定の申込書（エクセルファイル）をダウン

ロードし、必要事項を記入して下記アドレスに申し込むこと。  

    ②参加競技の２０２４年度年以降のベスト記録を入力すること。 

   番組編成の際にシード等の参考とする。入力がない場合はその対象としない。 

  ③必ずすべての項目に必要事項を記載すること。 

  ④種目の選択については、小学生種目と中学生種目があるので、よく確認してから選択すること。 

  ⑤WEB システムで申し込みをした後「申込一覧表」を出力し下記アドレスへメールで送付すること。 

  ⑥青森県選手は県の登録ナンバーを必ず記載すること。 

  ⑦東日本大会は各県でとりまとめて申し込みをすること。 

青函大会は学校・クラブでまとめて申し込みをすること。個人参加の場合はそれぞれで申し込むこと。 

  ⑧東日本大会と青函大会を兼ねる場合は、それぞれの大会に申し込むこと。参加料もそれぞれの大会で支払うこと。 

 

（２）申込期間（〆切り後はエントリーできません） 

   開始 ７月 ４日（金） ０時 

   終了 ７月１０日（木）２４時 

   ＊申込は時刻通り４日０時に開始し、１１日０時（１０日２３時５９分５９秒まで OK）で終了する。 

    エントリーの途中でも終了となるので注意すること 

 

（３）申込一覧表送付先 

   青森陸上競技協会 普及部長 山谷 優  arikkyo2@jomon.ne.jp 
 

14 参加料、  参加料は下記指定口座に「チーム名（県名）」で振り込むこと  例：アオモリクラブ（アオモリ） 

       青函大会に個人で参加する場合は、選手名で振り込むこと 

 

       青森みちのく銀行 本店営業部  



       口座名義 ｲｯﾊﾟﾝｻﾞｲﾀﾞﾝﾎｳｼﾞﾝｱｵﾓﾘﾘｸｼﾞｮｳｷｮｳｷﾞｷｮｳｶｲ ﾀﾞｲﾋｮｳﾘｼﾞｶｲﾁｮｳ ｸﾄﾞｳ ﾏｻﾋﾛ 

            一般財団法人青森陸上競技協会 代表理事 工藤 眞裕 

       口座番号 普通 3163819 

 

15  表  彰 １～３位迄メダル １～８位賞状を与える。 

 

16 アスリートビブス  青森県選手は今年度登録番号とする。青森県以外の選手は、主催者が用意する。 

 

17  そ の 他  (１）本大会参加選手に事故が起きた場合，応急処置までは主催者が行う。それ以上は各自の責任とする。傷害保

険に加入することを奨励する。 

        （２）競技用具は備え付けのものを使用する。 

        （３）競技日程はＨＰを参考にすること。 

        （４）前日練習は主競技場で１３時～１７時迄とする。 

大会当日の主競技場は開放しないので、補助競技場を使用すること。 

       （５）都道県控え席は，メインスタンドに割り当てする。 

        (６）公共施設の使用ルールに従ってマナーよく使用し，ゴミは持ち帰る。 

            (７) 場内移動時は配布された選手・監督ＡＤカードを常に見えるように携帯すること。 

          青森県選手は登録時に配布されたＡＤカードを使用すること。 

         

18  東日本大会参加代表チームの宿泊・移動（青森県選手団を除く） 

 （１）宿泊 

    青森市内のホテルに宿泊とする。なお、北海道、各県で宿泊をする選手、指導者の名簿を作成し、６月２７日までに下記

アドレスまで送信すること。（間に合わない場合は、人数をお知らせください。その後、メンバーが確定ししだい、名簿を

作成し、提出してください。） 

    青森陸上競技協会 普及部長 山谷 優  arikkyo2@jomon.ne.jp 
宿泊対象者は選手 14 名・指導者 4 名以内とする。 

    宿泊費については、各県負担とする。 

     

 （２）移動 

    各地から新青森駅までは各県負担とする。 

新青森駅からはタクシーを手配し輸送する。輸送費は 2 万円を上限に本県負担とする。 


